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⽶国社会とその⽂学におけるジェンダー教育とアイデンティティ研究 Research Project

Project/Area Number 14710327

Research Category Grant-in-Aid for Young Scientists (B)

Allocation Type Single-year Grants

Research Field 英語・英⽶⽂学

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator 久保 拓也   ⾦沢⼤学, 教育学部, 助教授 (80303246)

Project Period (FY) 2002 – 2004

Project Status Completed (Fiscal Year 2004)

Budget Amount *help ¥1,400,000 (Direct Cost: ¥1,400,000)
Fiscal Year 2004: ¥500,000 (Direct Cost: ¥500,000) 
Fiscal Year 2003: ¥400,000 (Direct Cost: ¥400,000) 
Fiscal Year 2002: ¥500,000 (Direct Cost: ¥500,000)

Keywords アメリカ⽂学 / ジェンダー / 男性学 / 19世紀アメリカ / Mark Twain / ジェンダー・アイデンティティ / ジェンダー教育 / 男性化教育 / ジェンダー アイデン
ティティ

Research Abstract 今年度の研究で、アメリカ社会が、「ジェンダー・アイデンティティ」の製造について、その全歴史を通し、いかに⼊念に企画し、かつまたその成果に裏切ら
れてきたかを明らかにすることが出来た。Mark Twain, William Dean Howells, Henry James, Stephen Crane, Ernest Hemingway, F.S.Fitzgeraldなどの、
それぞれの時代を代表する⽂学者たちは確かに、その産出した作品の中で、いかにこの問題が社会における重要事項とされてきたかを記録している。 
この研究は同時に、ジェンダー・アイデンティティ産出の問題が、アメリカ社会のみに⾒られる特有の問題ではあり得ないことも明らかにした。今年度は19世
紀から20世紀初頭のアメリカ社会とその⽂学を研究対象の中⼼としたが、今後、扱う時代と地域を広げることにより、さらなる⼤きな発展が期待できる。 
本研究の成果は、すでに⼀部が学会誌へ研究論⽂として掲載されている。また、2005年2⽉19⽇に⾦沢⼤学サテライトプラザ(⽯川県⾦沢市)で開催された、⽇
本アメリカ⽂学会中部⽀部例会において、「南北戦争以後の⽂学における『男らしさ』について:Mark Twainの作品を中⼼に」として発表され、研究者からの
多⼤な関⼼を得た(その論⽂は学術雑誌へ投稿を予定)。さらには、2005年10⽉に北海学園⼤学にて開催される、⽇本アメリカ⽂学会第44回全国⼤会におけるシ
ンポジアム「アメリカ⽂学における『男らしさ』の系譜(仮題)」の中でも発表が予定されている。当初の計画からの遅れは若⼲あるものの、成果は研究の発展に
伴い、様々な形で確実に公開されている。

All

2004[Journal Article] 19世紀⽶国南部における『男性化教育』に関する覚え書き 

 
Search Research Projects How to Use

javascript:history.back();
https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-14710327/147103272004jisseki/
https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-14710327/147103272003jisseki/
https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-14710327/147103272002jisseki/
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qc=Grant-in-Aid%20for%20Young%20Scientists%20%28B%29
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qd=Literature/Literature/%E8%8B%B1%E8%AA%9E%E3%83%BB%E8%8B%B1%E7%B1%B3%E6%96%87%E5%AD%A6
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qe=Kanazawa%20University
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-14710327/?lid=80303246&mode=nrid-d
https://support.nii.ac.jp/kaken/project_details
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://support.nii.ac.jp/kaken/howtouse/

